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【債務免除とモラルハザード】
今から５年前の平成20年３月、足利銀行不良

債権処理終結のために、簿価599億円を整理回収
機構に売却するとの新聞報道がありました。今
回は、その中の１社の事例を紹介します。
Ａ社は、従業員５名の零細企業です。業種等詳

細は伏せますが、バブル期に購入した土地１億
円の債務が重く、また、業績も赤字が継続してい
ました。銀行返済は少額弁済を数年間続けてい
ましたが、財務内容が重症なことから、債権売却
の対象先となったようです。弊社と出会ったの
は、債権が売却された直後のことで、廃業も考え
ていたそうです。しかし、地域からの信頼も厚い
会社であり、また、数十年に渡る業歴を閉ざして
はいけないという気持ちから、再建へ向けて一
歩を踏み出すこととなりました。
早速、新しい債権者から弁済計画の提出を求

められましたが、そもそも事業からの弁済は非
常に厳しい状況ですので、言われるままの返済
を続けていっては、資金繰りは破綻です。しか
し、返済しなければ不動産の競売もあり得ます。
それぞれの担保毎の資金化策を検討し、債権者
に弁済計画を提出しました。過剰債務の根本原
因である土地については、購入以来、未利用の状
態であり、分譲業者に売却する方針としました。
社長さんにとっては思い入れの強い土地であり、
手放すのは心苦しかったのですが、自らが血を
流さなければ再建は出来ません。今後の事業に
必要なものは残し、優先順位の低いものは処分
しなければなりません。

問題は本社です。本社は調整区域の築30年の
物件で、評価額は約１千万円です。事業の継続に
は本社は手放せません。しかし、手持ち資金があ
りませんので、社長さんの知人が経営するＢ社
にスポンサーを依頼することになりました。幸
い、Ｂ社のメインバンクからの協力を得られ、賃
収物件としてＢ社は融資を受け、Ａ社は引き続
き本社として残すことが出来たのです。そして、
残った債務については、債権譲渡から５年後の
今年、数千万円の債務を免除していただきまし
た。晴れて無借金となったのです。
５年前、足利銀行の債権譲渡の対象とならな

ければ、過剰債務を抱えたまま、リスケジュール
を繰り返していたはずです。金利負担から資金
繰りに行き詰まったかもしれません。債務の問
題を解決したことにより、モチベーションも確
実に上がり、売上も徐々に上がってきています。
債務免除は事業再生の特効薬です。しかし、一

方では、モラルハザードとの意見もあり、現状は
金融機関のハードルは相当高い状況です。本来
淘汰されるべき企業が生き残ることへの批判は、
逆の立場から見れば当然と思います。
しかし、私は、一律にモラルハザードと一括り

にして、事業を閉ざさせてしまうことは、地域経
済にとってマイナスと考えています。そういっ
た状況に陥った原因と、その企業の社会的役割
を見極めたうえでの判断が必要です。リスケ
ジュールの次の施策として参考になればと思い
紹介させていただきました。
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